









































平成 2 1 年
6 月～ 7 月 情報収集・資料収集
もHIBATA Nami, KUWANO Tetsuo, KIZUKA Ayumi 造形デザイン学科
8 月～ 9 月
9 月～ 10 月








平成 20 年度の学生の 37 作品を分類したところ、次のよう
な結果で、あった。（図 6 参照）































































































一番多いのは、 「（ ！ ）イラスト系」で 1 4 作品。 もともと絵を
描くのが好きな学生が多いためで、あろう。 次が「（2）タイトル
と構成表現j の 9作品。 続いて「（3 ） 写真と文字の組み
合わせ」の7作品。これらは大学に入学後、「平面構成演習」
( I 年） 「ビ、ジ‘ユアル表現演習」 (! 年） ［フォトテeザインaJ ( I
年）といった授業を履修したためて、あろう。 「（4 ） 言葉をビジ
ュアル化したもの」は 5 作品。 「文字をビジ‘ユアル化したもの」
は 2 作品であった。 とずちらも文字そのものをビ、シ‘ュアル化という
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( 2 ） タイトルと鱗成表現（9作品）
f司r温浦温回統！場











(s ） 文字をピジュアル化したもの （2作品）
う三軒 3 で
(4）言集を ビジュ 7 1レ化したもの （5作品）
雪ひ心
，， 喝ミ3語号緊
〈白菜＞く彩〉くずャイム＞くこおろさ〉
＜図6>
くめじるし〉く反tie期叙情＞
－，・・ー、副・d
く 3重い出る〉
柴司奈美桑野哲夫木塚あゆみ潟ビジュアルと言諸表現の融合におけるデザインの可能性
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